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修正の理由 

（1）連結 

  当初予想に比べて子会社の売上高が増加しましたが、当社の売上高及び売上総利益率

が減少したことにより、連結の売上高及び営業利益、経常利益並びに親会社株主に帰属

する当期純利益ともに当初予想よりも下回る見込みです。 

（2）個別 

  個別の売上高につきましては、えごま油及びえごま油を利用しました調味料等の落ち

込みが予想以上に大きく、売上高及び売上総利益率の減少の要因となり営業利益、経常

利益並びに当期純利益ともに当初予想よりも下回る見込みです。 

 

２．配当予想の修正 

 平成 29 年 3 月期配当予想の修正（平成 28 年 4 月 1 日～平成 29 年 3 月 31 日） 

 年間配当金 

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期  末 合  計 

前回予想 

(平成28年5月18日発表) 

円 銭 

― 

円 銭 

0.00 

円 銭 

― 

円 銭  

2.00   

円 銭 

2.00 

今回修正予想 ― 0.00 ― 1.00  1.00 

当期実績 ― 0.00 ―   

前期実績 

(平成 28 年 3 月期) 

― 0.00 ― 2.00  2.00 

 

修正の理由 

当社は株主の皆様への利益還元を経営上の最重要課題のひとつと考え、将来の事業展開

と経営体質の強化のため内部留保を確保しつつ、安定的に適正な利益還元の実行を基本方

針としております。 

当社の配当につきましては、当期の業績において誠に遺憾ながら当初の予想を下回る見

込みではございますが、安定配当を維持する基本方針及び今後の事業展開を勘案したいと

存じます。 

なお、期末配当につきましては、本年 6 月開催予定の株主総会に付議させていただく予

定です。 

 

※上記予想数値につきましては、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作

成したものであり、実際の業績は今後の様々な要因によって予想数値と異なる場合があり

ます。 


